
－ を 分 離 し ３ 回 繰

徹 生 物 の 形 態 、 グ

的

生

あ

酵

て 微 生 物 を ラ イ ト ス テ イ ン 法 に よ り 染 色 し 観 察 を 行 っ た

エ ン マ イ ） で 発 酵 に 関 与 し て い る 徹 生 物 を 平 板 培 養 に よ

で あ っ た 。

結 果　　　 東 南 ア ジ ア 諸 国 で 収 集 し た20-30 種 の 食 品 中 に 、 形 態 的 に 酵 母 お よ

び 細 菌 様 微 生 物 が 観 察 さ れ た 。　 分 離 し た 単 離 菌 は 種 々 の 形 態 の も の が 多 く み ら

れ 、 ガ ス 発 生 す る も の は 多 く が 同 類 の 形 態 を 示 し た 。　　ガ ス 発 生 量 の 顕 著 な も の

任 意 こ 株 選 択 れ 形 態 菌 陰 性 匹
・

り 返 し た も の を 単 離 菌 と し た 。　　単 離 菌 の ガ ス 発 生 を

ラ ム 染 色 及 び 微 生 物 の 同 定 を 試 み た 。

86　食　物
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５月26日（日）第９会場　午前9:30～12:00

酒種の発酵力に及ぼす塩化ナトリウムの影響
奈良女大家政　○山下賀子　河合弘康

〔(社) 日本 家政 学 会

目的　 われわれはこれまでに、塩化ナトリウム（NaCl）存在下で生育した清酒酵母とそ

れを種酵母とした酒種が、対照に比べ強い発酵力を もつことを報告した1)。今回は培地中

のNaClが酵母の解糖系主要酵素の活性にどのような影響を及ぼすかを無細胞抽出液を用い

て調べた。また、同条件下で生育した酵母のアルコール耐性、凍結耐性を検討した。

方法　清酒酵母（協会７号）をNaCl添加培地（ブドウ糖2% 、酵母エキス0.    5％、ペ

プトン0.    5％）で３ o°c、2  4時間振畳培養した。培養後、菌体を集菌、水洗したのち、

超音波破砕し、その遠心上澄み液を一夜透析してえられた無細胞抽出液を酵素標品として、

解糖系の主要酵素活性を測定した。また、同様の培養条件でえられた酵母菌体のアルコー

ル耐性および凍結耐性は、マイセル発酵管を用いて測定した。

結果　無細胞抽出液のHexokinase,  Phosphofructokinase,  Pyruvate kinase ， Alcohol

dehydrogenase  （･ALDH）,  Pyruvate decarboxylase （PDC）の活性を測定した結果、ALDHおよ

びPDC 活性は　NaCl 添加培地で生育した酵母のほうが、無添加培地で生育した酵母よりも

強く、とくに2  ％NaCl添加培地で培養した酵母のPDC 活性は、対照の約1.    4倍であった。

また、PDC 活性に及ぼすNaCl濃度の影響を検討した結果、酵母および酒種の発酵力に対す

るNaClの影響と同様の傾向が認められた。また、アルコール耐性、凍結耐性はともにNaCl

存在下で生育した酵母のほうが強いことを明らかにした。

1 ）河合、山下 ；日本農芸化学会1990年度大会（福岡）講演要旨集、p. 436
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伝 統 的 な 小 麦 粉 発 酵 食 品 中 の 微 生 物 と そ の 分 布

岐阜大教○長野宏子、大妻女子大家政 大森正司、秋田大教 庄司善哉
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酵 食 品 の 伝 統 的 な 技 法 に よ る 膨 化 は 野 性 酵 母

る 。　し か し 、 果 物 （ リ ン ゴ ） や 野 菜 （ ジ ャ ガ

に よ る とEnterobacter　cloacae が 分 離 さ れ 細

た 。 そ の た め に 東 南 ア ジ ア 各 地 か ら 小 麦 粉 発

微 生 物 の 分 離 と そ の 分 布 を 明 ら か に す る こ と

東 南 ア ジ ア 、 中

ツ タ ト 切 片 に し

（ バ ン コ ク 、 チ

に

イ
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を
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国 、 そ の 他 の 地 域 で 収 集 し た 食 品 を ホ ル マ ル ン 固 定

般

を

で

発


